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　日銀短観3月調査における大企業製造業の業況
判断DIは、前回12月調査と比べてプラス1Pt.改
善、非製造業は横ばいと堅調さを示した。設備投
資額は26年度も増加見通しで成長投資意欲が確
認された。半面、輸出企業における今年度業績計
画の前提となる想定為替レートは、実勢相場より
も円高の１ドル＝148.88円と見通しに対する企
業の慎重姿勢も垣間見えた。
　日経平均株価は中東情勢の過度な不安が和らぎ、
最高値を更新。一方でTOPIXは更新に至らず、
一部の銘柄が選好される形で株価指数を押し上げ
ている。両指数のどちらが強いかをみるNT倍率
は上昇し、日経平均株価が強い展開だ。5月相場
は企業の決算発表を契機に銘柄物色の拡がりがみ
られるか注目したい。
　2月期企業の26年度計画は前期比9%営業増益
と成長が持続(※)。5月にピークを迎える3月期決
算発表では、原油高が続く中での利益成長見通し
や光電融合などの先端技術に関わる企業に注目が
集まろう。 (4/24 北原)
（※）TOPIX採用89社対象

原油高が続く中での利益成長見通しに注目

4月の銘柄・業種別騰落率（3/31-4/23）銘柄選好の拡がりに期待

5月の展望
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◇原材料高の中でも利益成長が見込まれ、かつ財務基盤が安定的な銘柄
（選択条件）
・8月期上期決算、または2月期本決算発表企業
・26.8期または27.2期の通期売上高伸び率が前期比プラス、営業利益は同3.0％以上（会社計画）
・前期末ROE（自己資本利益率）が9.0％で、東証プライム平均（8.7％）の資本効率を上回る
・前期末の自己資本比率が40%以上で財務基盤が安定的
・時価総額500億円以上の東証プライム銘柄

（データは4月21日現在）

業績伸長の8月期・2月期決算銘柄銘柄
スクリーニング
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特 集

中国製の電力機器不足で米国のデータセンターは建設遅れ報道　
　米国のハイパースケーラーはデータセンター投資を続けている。しかし、建設が急ピッチで進む一方で、変圧
器や開閉装置、電池・蓄電池など電力供給に必要な機器の不足や納期遅延がボトルネックとなり、計画の遅延や
キャンセルにつながっているという。さらに、対中依存の低減や輸入抑制をめぐる動きが調達制約を強め、遅延
リスクを高めかねないとの指摘もある。

特に重要な機器は変圧器、開閉装置、蓄電池　
　電気を施設に届けるには多くの機器が要る。電力供給で重要なのは「系統全体を守る」ことで、事故・故障時
には該当区間を素早く切り離し、停電範囲を最小化して復旧を早める。
　一方、データセンターは無停止が最優先で、電源の二重化やUPS(無停電電源装置)の導入により、停電や電
源トラブルがあっても運用を継続できるよう設計されている。 (高橋)

データセンター投資の要となる電力インフラ機器

（出所）GPT-image-1.5より内藤証券作成

（出所）各社HP、資料より内藤証券作成

【図表1】データセンター向けの主な電力インフラ機器

【図表2】日米の主な関連企業 
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公開後に弱含みの銘柄が目立つ
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5月の
スケジュール 中東情勢を受けた物価動向に注目


